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本
稿
で
は
ま
ず
、
唐
の
対
日
認
識
に
つ
い
て
従
来
の
学
説
を
検
証
し
、
そ
の
上
で
唐
の
日
本
に
関
す
る
知
識
の
水
準
を
確
認
し
、
あ
わ
せ

て
そ
の
情
報
源
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
る
。
つ
ま
り
唐
代
の
中
国
人
が
、
ど
の
よ
う
な
機
会
を
通
し
て
、
日
本
を
ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
た

か
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、本
稿
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
報
告
原
稿
を
も
と
に
、そ
の
後
の
研
究
成
果
を
加
え
て
、新
た
に
書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

一
　
唐
の
対
日
認
識

　

森
公
章
は
か
つ
て
「
唐
の
対
日
意
識
」
に
つ
い
て
（
一
）
君
子
国
、（
二
）
大
国
、（
三
）
諸
蕃
・
朝
貢
国
、（
四
）
絶
域
の
四
つ
に
大
別
し
、

（
一
）
は
新
羅
に
も
用
い
た
外
交
辞
令
で
あ
り
、（
二
）
は
八
世
紀
の
唐
人
が
知
る
と
こ
ろ
で
な
く
、
結
局
（
三
）
と
（
四
）、
つ
ま
り
絶
域
の

朝
貢
国
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
と
結
論
し
た（

（
（

。
こ
の
結
論
に
異
論
は
な
い
が
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
そ
の
論
拠
を
検
証
し
て
お
こ
う
。

唐
か
ら
見
た
古
代
日
本

井　

上　
　

亘
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（
一
）
君
子
国

　
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
元
年
（
七
〇
四
）
七
月
朔
条
に
、

秋
七
月
甲
申
朔
、正
四
位
下
粟
田
朝
臣
眞
人
自
唐
國
至
。
初
至
唐
時
、有
人
來
問
曰
、「
何
處
使
人
。」
答
曰
、「
日
本
國
使
。」
我
使
反
問
曰
、

「
此
是
何
州
界
。」
答
曰
、「
是
大
周
楚
州
盬
城
縣
界
也
。」
更
問
、「
先
是
大
唐
、
今
稱
大
周
。
國
號
縁
何
改
稱
。」
答
曰
、「
永
淳
二
年
、

天
皇
太
帝
崩
、
皇
太
后
登
位
、
稱
號
聖
神
皇
帝
、
國
號
大
周
。」
問
答
略
了
。
唐
人
謂
我
使
曰
、「
亟
聞
、
海
東
有
大
倭
國
、
謂
之
君
子
國
。

人
民
豊
樂
、
禮
義
敦
行
。
今
看
使
人
、
儀
容
大
浄
、
豈
不
信
乎
。」
語
畢
而
去
。

と
あ
り（

（
（

、
楚
州
塩
城
県
の
唐
人
が
大
宝
の
遣
唐
使
を
見
て
、「
大
倭
国
が
君
子
国
と
い
う
の
は
本
当
だ
と
知
っ
た
」
と
い
う
逸
話
を
伝
え
る
。

ま
た
、『
東
大
寺
要
録
』
巻
一
所
引
『
延
暦
僧
録
』
佚
文
に
、

又
發
使
入
唐
、
使
至
長
安
。
拜
朝
不
拂
塵
、
唐
主
開
元
天
地
大
寶
聖
武
應
道
皇
帝
云
、「
彼
國
有
賢
主
君
、
観
其
使
臣
、
趍
揖
有
異
。」

即
加
號
日
本
爲
有
義
禮
儀
君
子
之
國
。
…
…
皇
帝
又
勅
、
摸
取
有
義
禮
儀
君
子
使
臣
大
使
・
副
使
影
、
於
蕃
蔵
中
以
記
送
遣
。
…
…

開
元
皇
帝
御
製
詩
「
送
日
本
使
五
言
」、

　

日
下
非
殊
俗
、
天
中
嘉
会
朝
。
念
余
懐
義
遠
、
矜
爾
畏
途
遥
。

　

漲
海
寛
秋
月
、
歸
帆
駛
夕
飈
。
因
驚
彼
君
子
、
王
化
遠
昭

（々
（
（

。

と
あ
り
、
玄
宗
が
天
平
勝
宝
の
遣
唐
使
を
見
て
賛
嘆
し
た
逸
話
を
伝
え
る
。
以
上
は
日
本
側
の
史
料
で
あ
る
が
、
同
じ
玄
宗
が
天
平
の
遣
唐

使
に
与
え
た
「
勅
日
本
国
王
書
」
に
、
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敕
日
本
國
王
主
明
樂
美
御
德
。
彼
禮
義
之
國
、
神
靈
所
扶
、
滄
溟
徃
來
、
未
常
爲
患
。
不
知
去
歳
、
何
負
幽
明
、
丹
墀
真
人
廣
成
等
、

入
朝
東
歸
、
初
出
江
口
、
雲
霧
斗
暗
、
所
向
迷
方
、
俄
遭
惡
風
、
諸
船
飄
蕩
。
其
後
一
船
在
越
州
界
、
即
真
人
廣
成
、
尋
巳
發
歸
、
計

當
至
國
。
一
船
飄
入
南
海
、
即
朝
臣
名
代
、
艱
虞
備
至
、
性
命
僅
存
。
名
代
未
發
之
間
、
又
得
廣
州
表
奏
、
朝
臣
廣
成
等
飄
至
林
邑
國
。

旣
在
異
國
、
言
語
不
通
、
並
被
劫
掠
、
或
殺
或
賣
、
言
念
災
患
、
所
不
忍
聞
。
然
則
林
邑
諸
國
、
比
常
朝
貢
、
朕
巳
敕
安
南
都
護
、
令

宣
敕
告
示
、
見
在
者
令
其
送
來
。
待
至
之
日
、
當
存
撫
發
遣
。
又
一
船
不
知
所
在
、
永
用
疚
懷
。
或
巳
逹
彼
蕃
、
有
來
人
可
具
奏
。
此

等
災
變
、
良
不
可
測
。
卿
等
忠
信
、
則
爾
何
負
神
明
。
而
使
彼
行
人
、
罹
其
凶
害
。
想
卿
聞
此
、
當
用
驚
嗟
。
然
天
壤
悠
悠
、
各
有
命
也
。

中
冬
甚
寒
、
卿
及
百
姓
並
平
安
好
。
今
朝
臣
名
代
還
、
一
一
口
具
。
遣
書
指
不
多
及
。

と
あ
り（

（
（

、
類
似
す
る
文
言
が
み
え
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
勅
書
は
遣
唐
使
に
与
え
た
国
書
と
し
て
唯
一
伝
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
王

維
が
阿
倍
仲
麻
呂
に
送
っ
た
有
名
な
「
送
祕
書
晁
監
還
日
本
國
」
の
詩
序
（
七
五
三
年
）
に
、

…
…
海
東
國
日
本
爲
大
、
服
聖
人
之
訓
、
有
君
子
之
風
。
正
朔
本
乎
夏
時
、
衣
裳
同
乎
漢
制
。
歴
歳
方
達
、
繼
舊
好
於
行
人
、
滔
天
無
涯
、

貢
方
物
於
天
子
。
…
…

と
あ
り（

（
（

、
日
本
が
夏
正
の
暦
を
用
い
、
漢
の
服
制
を
採
る
「
君
子
」
の
大
国
で
あ
る
と
す
る
。

　

こ
れ
ら
は
み
な
日
本
を
高
く
評
価
し
た
言
葉
で
あ
る
が
、
ど
れ
も
外
交
辞
令
で
あ
っ
て
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
森
は

『
旧
唐
書
』
新
羅
伝
で
玄
宗
が
新
羅
へ
と
赴
く
臣
下
に
、「
新
羅
號
爲
君
子
之
國
、頗
知
書
記
、有
類
中
華
」
と
告
げ
た
言
葉
な
ど
を
引
い
て
、「
君

子
国
」
と
い
っ
た
評
価
が
日
本
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
そ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
森
の
指
摘
に
は
や
や
遠

慮
が
あ
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
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上
記
の
日
本
に
対
す
る
評
価
は
、
勅
書
に
せ
よ
、
詩
序
に
せ
よ
、
み
な
日
本
人
に
直
接
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
新
羅
伝
の
玄
宗
の
評
価

は
自
ら
の
臣
下
（
鴻
臚
卿
）
に
述
べ
た
も
の
で
、
新
羅
の
方
が
客
観
的
な
評
価
と
い
え
る
。
そ
も
そ
も
『
唐
書
』
の
新
羅
伝
や
渤
海
伝
と
日

本
伝
を
読
み
比
べ
れ
ば
、
誰
が
見
て
も
日
本
よ
り
新
羅
や
渤
海
の
方
が
ず
っ
と
文
明
的
に
感
じ
る
だ
ろ
う
。
結
局
、
杜
祐
『
通
典
』
辺
防
一
・

倭
条
に
、

武
太
后
長
安
二
年
（
七
〇
二
）、
遣
其
大
臣
朝
臣
眞
人
貢
方
物
。
朝
臣
眞
人
者
猶
中
國
地
官
尚
書
也
。
頗
讀
經
史
、
解
屬
文
。
首
冠
進
德

冠
、
其
頂
有
花
、
分
而
四
散
、
身
服
紫
袍
、
以
帛
爲
腰
帶
。
容
止
温
雅
、
朝
庭
異
之
、
拜
爲
司
膳
員
外
郎
〔
天
寳
末
、
衞
尉
少
卿
朝
衡

即
其
國
人

（
（
（

〕。

と
み
え
る
反
応
が
、
当
時
の
古
代
日
本
に
対
す
る
評
価
を
暗
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
粟
田
真
人
の
「
温
雅
」
は
唐
人
の
倭
＝
日
本
に
対
す
る

印
象
と
「
異
」
な
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
『
続
紀
』
が
伝
え
る
楚
州
塩
城
県
人
の
感
想
な
ど
は
、
面
と
向
か
っ
て
言
っ
た

お
世
辞
に
ち
が
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
（
二
）
大
国

　
『
隋
書
』
倭
国
伝
に
、

新
羅
・
百
濟
皆
以
倭
爲
大
國
、
多
珍
物
、
並
敬
仰
之
、
恒
通
使
往
來
。

と
あ
り（

（
（

、
ま
た
前
掲
の
王
維
詩
序
に
「
海
東
國
日
本
爲
大
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
一
般
に
唐
が
日
本
を
海
東
の
「
大
国
」
と
し
て
認
め
て

（ 　 ）24
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い
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
見
方
を
、
森
は
以
下
の
よ
う
に
退
け
る
。
ま
ず
、『
続
紀
』
天
平
勝
宝
六
年
（
七
五
四
）
正
月

丙
寅
条
に
、

副
使
大
伴
宿
禰
古
麻
呂
自
唐
国
至
。
古
麻
呂
奏
曰
、「
大
唐
天
寶
十
二
載
、
歳
在
癸
巳
正
月
朔
癸
卯
、
百
官
諸
蕃
朝
賀
。
天
子
於
蓬
莱
宮

含
元
殿
受
朝
。
是
日
、
以
我
次
西
畔
第
二
吐
蕃
下
、
以
新
羅
使
次
東
畔
第
一
大
食
国
上
。
古
麻
呂
論
曰
、『
自
古
至
今
、
新
羅
之
朝
貢
大

日
本
国
久
矣
。
而
今
列
東
畔
上
、
我
反
在
其
下
、
義
不
合
得
。』
時
将
軍
呉
懐
實
見
知
古
麻
呂
不
肯
色
、
即
引
新
羅
使
、
次
西
畔
第
二
吐

蕃
下
。
以
日
本
使
次
東
畔
第
一
大
食
国
上
。」

と
あ
り
、
ま
た
『
延
暦
僧
録
』
佚
文
で
前
掲
の
「
即
加
號
日
本
爲
有
義
禮
儀
君
子
之
國
」
に
つ
づ
け
て
、

復
元
日
拜
朝
賀
正
、
勅
命
日
本
使
可
於
新
羅
使
之
上
。

と
み
え
る
、
有
名
な
新
羅
と
の
席
次
争
い
（
争
長
事
件
）
を
取
り
上
げ
て
、
唐
が
日
本
を
新
羅
の
下
位
に
置
い
た
時
点
で
、
唐
人
は
日
本
を

海
東
の
「
大
国
」
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
証
拠
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
全
く
そ
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
な
ぜ
こ
の
こ
と
に
誰
も
気

づ
か
な
か
っ
た
の
か
と
思
う
が
、
そ
う
い
う
目
で
み
て
ゆ
く
と
、
前
掲
の
王
維
の
詩
序
に
、

海
東
國
日
本
爲
大
、
服
聖
人
之
訓
、
有
君
子
之
風
。
正
朔
本
乎
夏
時
、
衣
裳
同
乎
漢
制
。
歴
歳
方
達
、
繼
舊
好
於
行
人
、
滔
天
無
涯
、

貢
方
物
於
天
子
。
司
儀
加
等
、
位
在
王
侯
之
先
、
掌
次
改
觀
、
不
居
蠻
夷
之
邸
。「
我
無
爾
詐
、
爾
無
我
虞
。」
彼
以
好
來
、
廢
關
弛
禁
。

上
敷
文
敎
、
虚
至
實
歸
。
故
人
民
雜
居
、
往
來
如
市
。
…
…
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と
い
う
な
か
の
下
線
部
が
、
こ
の
争
長
事
件
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。

　

こ
の
四
句
に
つ
い
て
、
陳
鉄
民
の
校
注
は
、「
司
儀
」
が
『
周
礼
』
秋
官
に
い
う
賓
客
を
接
待
す
る
官
で
、「
掌
次
」
が
『
周
礼
』
天
官
に

み
え
る
旅
幕
（
テ
ン
ト
）
を
設
営
す
る
官
で
あ
り
、「
改
観
」
は
考
え
を
改
め
る
意
だ
と
し
て
、「
朝
廷
は
日
本
の
使
節
に
特
殊
な
礼
遇
を
与

え
た
」
と
だ
け
い
い（

（
（

、
ま
た
こ
の
王
維
の
詩
に
つ
い
て
論
じ
た
呉
振
華
に
至
っ
て
は
、

日
本
は
海
東
の
大
国
で
あ
り
、
君
子
の
風
格
が
あ
っ
て
、
深
く
華
夏
の
文
化
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
風
波
を
恐
れ
ず
、
は
る
ば
る
海

を
渡
っ
て
、
使
者
を
中
国
に
派
遣
し
、
皇
帝
に
貢
ぎ
物
を
捧
げ
た
。
そ
し
て

0

0

0

唐
は
日
本
に
門
戸
を
開
放
し
、
禁
令
を
緩
和
し
て
、
日
本

人
に
（
文
物
を
）
満
載
し
て
帰
国
さ
せ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
街
に
は
中
日
両
国
民
が
友
好
的
か
つ
平
和
に
雑
居
し
、
親
し
く
交
流
し
た
。

と
い
う
よ
う
に
下
線
部
を
飛
ば
し
て
訳
し
て
い
る
が（

（
（

、
こ
れ
は
無
理
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
実
は
森
も
「
王
維
の
詩

句
（「
海
東
國
日
本
爲
大
」
を
指
す
、
井
上
注
）
は
こ
の
争
長
事
件
に
よ
り
生
ま
れ
た
も
の
で
、
日
本
＝
『
大
国
』
観
の
存
続
・
定
着
を
物

語
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
た
い
」
と
述
べ
る
の
み
で
、
彼
の
考
え
を
裏
づ
け
る
下
線
部
の
存
在
に
は
気
づ
い
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
は
ま
ず
、

歴
歳
方
達
、
繼
舊
好
於
行
人
、
滔
天
無
涯
、
貢
方
物
於
天
子
。

司
儀
加
等
、
位
在
王
侯
之
先
、
掌
次
改
觀
、
不
居
蠻
夷
之
邸
。

と
い
う
前
半
が
四
六
文
の
対
句
で
あ
り
、『
左
伝
』
宣
公
十
五
年
条
に
よ
る
「
我
無
爾
詐
、爾
無
我
虞
。」（
互
い
に
欺
か
な
い
こ
と
を
誓
う
言
葉
）

を
挟
ん
で
、
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彼
（
＝
日
本
）
以
好
來
、（
我
）
廢
關
弛
禁
。
上
（
＝
皇
帝
）
敷
文
敎
、（
彼
）
虚
至
實
歸
。

故
人
民
雜
居
、
往
來
如
市
。
晁
司
馬
結
髪
游
聖
、
負
笈
辭
親
、
…
…

と
い
う
主
語
が
互
い
違
い
に
な
る
四
字
句
が
つ
づ
く
構
文
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
（
こ
の
あ
と
は
阿
倍
仲
麻
呂
＝
晁
司
馬
に
関
す
る
記
述

に
移
行
す
る
）。

　

す
る
と
問
題
の
下
線
部
は
、
直
前
の
「
歴
歳
方
達
、
繼
舊
好
於
行
人
」（
時
を
経
て
、
好
み
を
使
節
に
託
し
た
…
時
間
）
と
「
滔
天
無
涯
、

貢
方
物
於
天
子
」（
世
界
の
果
て
か
ら
、
天
子
に
朝
貢
し
に
来
た
…
空
間
）
と
い
う
対
句
と
セ
ッ
ト
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
接
待

係
が
日
本
の
等
級
を
上
げ
て
、王
侯
（
＝
諸
蕃
）
の
首
席
に
置
い
た
」
こ
と
と
「
設
営
係
が
通
念
を
改
め
て
、蛮
夷
の
宿
舎
に
泊
ま
ら
せ
な
か
っ

た
」
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
そ
れ
で
、
お
互
い
の
信
頼
関
係
に
基
づ
き
、
日
本
の
好
誼
に
応
え
て
、
唐
は
交
易
の
禁
制
を
緩
和
し
、
唐
が
文
教

を
敷
く
こ
と
で
、
日
本
は
多
く
の
文
物
を
持
ち
帰
る
。
だ
か
ら
日
本
人
を
（「
蠻
夷
之
邸
」
で
は
な
く
）
人
民
と
雑
居
さ
せ
、
盛
ん
に
往
来

さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、
日
本
を
優
遇
し
た
下
線
部
の
内
容
が
実
は
争
長
事
件
を
指
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
容
易
に
気
が
つ
く
の
で
あ
る
が
、
反
対
に
争
長
事
件
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
言
い
方
を
す
る
の
か
、
全
く
理
解
で

き
な
い
わ
け
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
王
維
自
身
が
日
本
の
等
級
を
上
げ
た
と
証
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
前
は
「
大
国
」
と
し
て
扱
っ
て
い
な
か
っ
た
と

考
え
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
森
の
考
え
は
さ
ら
に
確
固
た
る
証
拠
を
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
三
）
諸
蕃
・
朝
貢
国

　

ふ
た
た
び
『
隋
書
』
倭
国
伝
に
、
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大
業
三
年（
六
〇
七
）、其
王
多
利
思
比
孤
遣
使
朝
貢
。
使
者
曰
、「
聞
海
西
菩
薩
天
子
重
興
佛
法
、故
遣
朝
拜
、兼
沙
門
數
十
人
來
學
佛
法
。」

其
國
書
曰
、「
日
出
處
天
子
致
書
日
没
處
天
子
、
無
恙
」
云
云
。
帝
覽
之
不
悦
、
謂
鴻
臚
卿
曰
、「
蠻
夷
書
有
無
禮
者
、
勿
復
以
聞
。」

と
あ
り
、
倭
国
の
使
節
が
煬
帝
に
「
朝
貢
」「
朝
拜
」
し
、
煬
帝
も
彼
ら
を
「
蠻
夷
」
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
倭
国
伝
は
こ
れ

に
つ
づ
け
て
、

明
年
、
上
遣
文
林
郎
裴
清
使
於
倭
國
。
…
…
既
至
彼
都
、
其
王
與
清
相
見
、
大
悦
曰
、「
我
聞
海
西
有
大
隋
、
禮
義
之
國
、
故
遣
朝
貢
。

我
夷
人
、
僻
在
海
隅
、
不
聞
禮
義
。
是
以
稽
留
境
内
、
不
即
相
見
。
今
故
清
道
飾
館
、
以
待
大
使
、
冀
聞
大
國
惟
新
之
化
。」
清
答
曰
、「
皇

帝
德
並
二
儀
、澤
流
四
海
、以
王
慕
化
、故
遣
行
人
來
此
宣
諭
。」
既
而
引
清
就
館
。
其
後
清
遣
人
謂
其
王
曰
、「
朝
命
既
達
、請
即
戒
塗
。」

於
是
設
宴
享
以
遣
清
、
復
令
使
者
隨
清
來
貢
方
物
。
此
後
遂
絶
。

と
い
い
、
煬
帝
が
派
遣
し
た
裴
世
清
に
対
し
て
倭
王
自
ら
「
夷
人
」
と
称
し
、
隋
を
「
大
國
」「
禮
義
之
國
」
と
し
て
「
朝
貢
」
し
た
こ
と

を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
を
、『
日
本
書
紀
』
推
古
十
六
年
（
六
〇
八
）
八
月
条
は
、

壬
子
（
十
二
日
）、
召
唐
客
於
朝
庭
、
令
奏
使
旨
。
時
阿
倍
鳥
臣
・
物
部
依
網
連
抱
二
人
爲
客
之
導
者
也
。
於
是
大
唐
之
國
信
物
置
於
庭

中
。
時
使
主
裴
世
清
親
持
書
、兩
度
再
拜
言
上
使
旨
而
立
。
其
書
曰
、「
皇
帝
問
倭
皇
。
使
人
長
吏
大
禮
蘓
因
高
等
至
具
懐
。
朕
欽
承
寶
命
、

臨
仰
區
宇
、
思
弘
德
化
、
覃
被
含
靈
。
愛
育
之
情
、
無
隔
遐
邇
。
知
皇
介
居
海
表
、
撫
寧
民
庶
、
境
内
安
樂
、
風
俗
融
和
、
深
気
至
誠
、

遠
脩
朝
貢
。
丹
款
之
美
、
朕
有
嘉
焉
。
稍
暄
、
比
如
常
也
。
故
遣
鴻
臚
寺
掌
客
裴
世
清
等
、
稍
宣
徃
意
、
并
送
物
如
別
。」
時
阿
倍
臣
出

庭
以
受
其
書
而
進
行
、
大
伴
囓
連
迎
出
承
書
置
於
大
門
前
机
上
而
奏
之
。
事
畢
而
退
焉
。
是
時
、
皇
子
・
諸
王
・
諸
臣
悉
以
金
髻
華
著
頭
、
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亦
衣
服
皆
用
錦
紫
繡
織
及
五
色
綾
羅
〔
一
云
、
服
色
皆
用
冠
色
〕。

丙
辰
（
十
六
日
）、
饗
唐
客
等
於
朝
。

と
伝
え

（
（1
（

、
煬
帝
の
国
書
を
引
用
す
る
な
か
に
「
朝
貢
」
の
語
が
み
え
て
い
る
。

　

以
上
は
隋
代
の
状
況
で
あ
る
が
、
唐
代
で
も
こ
の
認
識
に
変
化
が
な
か
っ
た
こ
と
は
『
旧
唐
書
』
倭
国
伝
に
、

貞
觀
五
年
（
六
三
一
）、
遣
使
獻
方
物
。
大
宗
矜
其
道
遠
、
勅
所
司
無
令
歳
貢
。
又
遺
新
州
刺
史
高
表
仁
持
節
往
撫
之
。
表
仁
無
綏
遠
之

才
、
與
王
子
爭
禮
、
不
宣
朝
命
而
還
。

と
あ
り
、最
初
の
遣
唐
使
に
つ
い
て
太
宗
が
「
歳
貢
」
の
義
務
を
緩
和
し
た
と
伝
え

（
（1
（

、ま
た
六
五
九
年
、第
四
次
遣
唐
使
の
伊
吉
博
徳
が
自
ら
、

十
一
月
一
日
、
朝
有
冬
至
之
會
、
々
日
亦
覲
。
所
朝
諸
蕃
之
中
、
倭
客
最
勝
。

と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
（『
書
記
』
斉
明
五
年
七
月
条
）。
そ
の
後
も
同
様
で
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
て
き
た
と
こ
ろ
を
見
て
も
、

大
宝
の
遣
唐
使
に
つ
い
て
「
遣
其
大
臣
朝
臣
眞
人
貢
方
物
」
と
い
い
（『
通
典
』）、
天
平
勝
宝
の
遣
唐
使
に
つ
い
て
も
「
滔
天
無
涯
、
貢
方

物
於
天
子
」（
王
維
詩
序
）
と
い
い
、
ま
た
そ
の
大
使
・
副
使
の
肖
像
を
「
蕃
蔵
中
」
に
保
管
し
た
と
い
う
（『
延
暦
僧
録
』
佚
文
）。
こ
の

天
平
勝
宝
の
遣
唐
使
の
と
き
に
玄
宗
は
日
本
を
海
東
の
「
大
国
」
と
認
め
て
優
遇
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
諸
蕃
の
朝
貢
国
と
い
う
扱
い
に
変

わ
り
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
延
暦
や
承
和
の
遣
唐
使
で
も
同
様
で
あ
っ
て
、『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
）
六
月
条
、

遣
唐
大
使
藤
原
葛
野
麻
呂
の
上
奏
文
に
、
徳
宗
と
順
宗
の
勅
語
を
伝
え
て
、
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卿
等
遠
慕
朝
貢
、
所
奉
進
物
、
極
是
精
好
、
朕
殊
喜
歓
。
時
寒
、
卿
等
好
在
。（
徳
宗
）

卿
等
銜
本
國
王
命
、遠
來
朝
貢
。
遭
國
家
喪
事
、須
緩
緩
將
息
歸
郷
。
縁
卿
等
頻
奏
早
歸
、因
茲
賜
纒
頭
物
、兼
設
宴
。
宜
知
之
、却
廻
本
郷
、

傳
此
國
喪
、
擬
欲
相
見
、
縁
此
重
喪
、
不
得
宜
之
、
好
去
好
去
。（
順
宗
）

と
い
っ
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
こ
の
順
宗
の
勅
語
に
み
え
る
よ
う
に
、
延
暦
の
遣
唐
使
は
徳
宗
の
喪
に
遭
遇
し
た
の
だ
が
、
そ
の
服
喪
は
、

臣
等
三
日

0

0

之
内
、
於
使
院
朝
夕
擧
哀
。
其
諸
蕃
三
日

0

0

0

0

、
自
餘
廿
七
日
而
後
就
吉
。

と
い
う
よ
う
に
、諸
蕃
の
規
定
を
用
い
た
。
ま
た
、承
和
の
留
学
僧
で
あ
っ
た
円
仁
の
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
巻
一
・
承
和
五
年
（
八
三
八
）

九
月
二
十
日
条
に
、
揚
州
都
督
李
徳
裕
の
牒
を
引
用
し
て
、

　

日
本
國
朝
貢
使
數
内
僧
圓
仁
等
七
人
請
往
台
州
國
清
寺
尋
師
。
／
右
、奉
詔
、朝
貢
使
來（
未
カ
）入
京
、僧
等
發
赴
臺
州
、未
入
可
允
許
。

須
待
本
國
表
章
到
、
令
發
赴
。

と
あ
り（

（1
（

、
最
後
の
遣
唐
使
も
ま
た
「
朝
貢
使
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

東
野
治
之
が
強
調
し
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
遣
唐
使
の
任
務
は
朝
賀
へ
の
参
列
に
あ
っ
た（

（1
（

。
朝
賀
に
参
列
す
る
と
い
う
こ
と
は
、「
諸
蕃
」

の
朝
貢
国
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
日
本
が
諸
蕃
の
朝
貢
国
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
唐
側
も
日
本
側
も
わ
か
っ
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
中
国
の
学
者
に
は
自
明
の
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
そ
れ
が
論
証
す
べ
き
問
題
と
認
識
さ
れ
て
い

る
。
私
に
は
、
こ
の
こ
と
の
方
が
む
し
ろ
問
題
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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（
四
）
絶
域

　

こ
れ
ま
で
に
見
た
史
料
か
ら
も
、「
我
夷
人
、僻
在
海
隅
」（『
隋
書
』）
や
「
遠
脩
朝
貢
」（『
書
紀
』）、「
矜
爾
畏
途
遥
」（
玄
宗
「
送
日
本
使
」

詩
）、「
滔
天
無
涯
、
貢
方
物
於
天
子
」（
王
維
詩
序
）、「
遠
來
朝
貢
」（『
後
紀
』）
と
い
う
よ
う
に
、
日
本
が
絶
域
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い

る
が
、
よ
り
直
接
に
は
王
維
の
詩
序
の
後
段
に
、
阿
倍
仲
麻
呂
が
日
本
に
持
ち
帰
る
文
物
に
つ
い
て
、

金
簡
玉
字
、
傳
道
經
于
絶
域
之
人
、
方
鼎
彝
樽
、
致
分
器
于
異
姓
之
國
。

と
述
べ
た
例
が
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
森
が
言
う
の
は
「
絶
域
」
が
制
度
上
の
概
念
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
『
唐
会
要
』

巻
百
・
雑
録
に
、

聖
歴
三
年
（
七
〇
〇
）
三
月
六
日
勅
、
東
至
高
麗
國
、
南
至
眞
臘
國
、
西
至
波
斯
・
吐
蕃
及
堅
昆
都
督
府
、
北
至
契
丹
・
突
厥
・
靺
鞨
、

並
爲
入
蕃
、
以
外
爲
絶
域
。
其
使
應
給
料
、
各
依
式
。

と
あ
る
法
令
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る（

（1
（

。

　

以
上
、森
の
整
理
に
基
づ
い
て
「
唐
の
対
日
認
識
」
を
検
証
し
て
き
た
が
、結
論
を
い
え
ば
、日
本
は
唐
人
か
ら
見
て
「
絶
域
」
の
「
諸
蕃
・

朝
貢
国
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
見
方
は
七
～
九
世
紀
、
す
な
わ
ち
遣
唐
使
の
時
代
を
通
し
て
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な

か
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
と
思
う
。
こ
れ
を
一
言
で
い
え
ば
、
古
代
の
日
唐
関
係
は
非
常
に
低
調
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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二
　
唐
が
知
り
得
た
日
本
の
情
報

　

唐
代
の
中
国
が
日
本
を
ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
森
公
章
は
「
少
な
く
と
も
八
世
紀
以
降
に
お
い
て
は
、
唐
の
日
本
に
対
す

る
関
心
は
薄
く
、
情
報
も
不
十
分
で
あ
っ
た
」
と
い
い
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
八
世
紀
以
降
、
日
唐
間
に
「
政
治
的
関
係
」
が
な
か
っ
た

た
め
と
い
う
見
方
を
示
し
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
田
中
健
夫
は
入
宋
僧
奝
然
が
太
宗
に
謁
見
し
た
『
宋
史
』
日
本
伝
の
記
事
を
取
り
上
げ
て
、
奝

然
の
「『
職
員
令
』『
王
年
代
記
』
の
奉
献
と
、
こ
の
筆
談
に
よ
る
問
答
の
内
容
と
が
、
中
国
に
お
け
る
こ
の
時
点
以
前
の
日
本
観
を
い
ち
じ

る
し
く
改
め
さ
せ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
す
る
と
、
唐
人
は
日
本
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
何
も
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に

な
る
が
、
そ
れ
は
果
た
し
て
そ
う
な
の
か
。
本
章
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
。

　
　（
一
）
正
史
が
伝
え
る
日
本

　
『
隋
書
』
倭
国
伝
に
は
冠
位
十
二
階
以
下
、
当
時
の
倭
国
に
つ
い
て
の
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
周
知
の
ご
と
く
、『
隋
書
』
は
唐
貞
観
十
年

（
六
三
六
）
に
紀
伝
五
十
五
巻
が
成
り
、
顕
慶
元
年
（
六
五
六
）
に
志
三
十
巻
を
加
え
て
完
成
し
た
。
そ
の
間
、
遣
唐
使
は
第
一
次
か
ら
第

三
次
ま
で
派
遣
さ
れ
て
い
た
が
（
六
三
〇
・
六
五
三
・
六
五
四
年
）、
倭
国
伝
は
大
化
の
冠
位
改
定
（
六
四
七
・
六
四
九
年
）
な
ど
に
ふ
れ
て
い

な
い
の
で
、
隋
代
の
資
料
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
な
お
、
榎
本
淳
一
は
そ
の
資
料
を
隋
の
鴻
臚
寺
が
遣
隋
使
か
ら
聴
き

取
っ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
が（

（1
（

、
倭
国
伝
に
は
鵜
飼
や
竈
火
の
禁
忌
な
ど
ま
で
書
か
れ
て
お
り
、
こ
ん
な
こ
と
ま
で
鴻
臚
寺
で
聴
取
し
た

と
は
考
え
が
た
い
。
や
は
り
煬
帝
が
派
遣
し
た
裴
世
清
の
旅
行
記
に
よ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
『
旧
唐
書
』
倭
国
・
日
本
伝
に
は
詳
し
い
記
述
が
全
く
な
い
。
む
し
ろ
『
隋
書
』
よ
り
逆
行
し
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

例
え
ば
、
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其
王
姓
阿
毎
氏
。
置
一
大
率

0

0

0

、
検
察
諸
國
、
皆
畏
附
之
。
設
官
有
十
二
等

0

0

0

。

と
あ
る
、「
十
二
等
」
は
推
古
朝
（
隋
代
）
の
冠
位
で
あ
る
し
、「
一
大
率
」
に
至
っ
て
は
『
魏
志
』
倭
人
伝
の
時
代
の
官
職
で
あ
る
。
こ
れ

に
く
ら
べ
る
と
、『
新
唐
書
』
日
本
伝
は
や
や
詳
し
い
。

其
官
十
有
二
等
。
其
王
姓
阿
毎
氏
、自
言
初
主
號
天
御
中
主
、至
彦
瀲
、凡
三
十
二
世
、皆
以
「
尊
」
爲
號
、居
筑
紫
城
。
彦
瀲
子
神
武
立
、

更
以
「
天
皇
」
爲
號
、
徙
治
大
和
州
。
次
曰
綏
靖
…
…
仲
哀
死
、
以
開
化
曾
孫
女
神
功
爲
王
。
次
應
神
…
…
欽
明
之
十
一
年
、
直
梁
承

聖
元
年
。
次
海
（
敏
）
達
、
次
用
明
、
亦
曰
目マ

マ

多
利
思
比
孤
、
直
隋
開
皇
末
、
始
與
中
國
通
。
次
崇
峻
。
崇
峻
死
、
欽
明
之
孫
女
雄
（
推
）

古
立
。
次
舒
明
、
次
皇
極
。

　

特
に
神
代
か
ら
皇
極
に
至
る
歴
代
天
皇
を
掲
げ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
東
大
寺
僧
奝
然
が

宋
の
太
宗
に
献
上
し
た
『
王
年
代
紀
』
に
よ
る
記
述
で
あ
る
。

雍
熈
元
年
（
九
八
四
）、
日
本
國
僧
奝
然
與
其
徒
五
六
人
浮
海
而
至
、
獻
銅
器
十
事
并
本
國
『
職
員
令
』『
王
年
代
紀
』
各
一
卷
。
奝
然

衣
緑
自
云
、「
姓
藤
原
氏
、
父
爲
眞
連
。」
眞
連
、
其
國
五
品
官
也
。
奝
然
善
隷
書
而
不
通
華
言
。
問
其
風
土
、
但
書
以
對
云
、「
國
中
有

五
經
書
及
佛
經
・
白
居
易
集
七
十
卷
、
並
得
自
中
國
。
土
宜
五
穀
而
少
麥
、
交
易
用
銅
錢
、
文
曰
乾
文
（
元
）
大
寶
。
畜
有
水
牛
・
驢
・

羊
、
多マ

マ

犀
・
象
。
産
絲
蠶
、
多
織
絹
、
薄
緻
可
愛
。
樂
有
國マ

マ中
・
高
麗
二
部
。
四
時
寒
暑
、
大
類
中
國
。
國
之
東
境
接
海
島
、
夷
人
所
居
、

身
面
皆
有
毛
。
東
奥
州
産
黄
金
、
西
別
島
出
白
銀
、
以
爲
貢
賦
。
國
王
以
王
爲
姓
、
傳
襲
至
今
王
六
十
四
世
、
文
武
僚
吏
皆
世
官
。
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こ
の
「
國
王
一
姓
傳
繼
、
臣
下
皆
世
官
」
と
い
う
く
だ
り
を
聞
い
た
太
宗
が
「
此
れ
蓋
し
古
の
道
な
り
」
と
嘆
息
し
た
の
は
大
変
有
名
で

あ
る
が
、『
宋
史
』
日
本
伝
は
こ
の
あ
と
奝
然
が
献
上
し
た
『
王
年
代
紀
』
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。

其
年
代
紀
所
記
云
、「
初
主
號
天
中
主
、
次
曰
天
村
雲
尊
、
其
後
皆
以
尊
爲
號
…
…
次
彦
瀲
尊
、
凡
二
十
三
世
、
並
都
於
筑
紫
日
向
宮
。

彦
瀲
第
四
子
號
神
武
天
皇
、
自
筑
紫
宮
入
居
大
和
州
橿
原
宮
即
位
、
元
年
甲
寅
當
周
僖
王
時
也
。
次
綏
靖
天
皇
…
…
次
仲
哀
天
皇
、
國

人
言
今
爲
鎭
國
香
椎
大
神
。
次
神
功
天
皇
、
開
化
天
皇
之
曾
孫
女
、
又
謂
之
息
長
足
姫
天
皇
、
國
人
言
今
爲
太
奈
良
姫
大
神
。
次
應
神

天
皇
、
甲
辰
歳
始
於
百
濟
得
中
國
文
字
、
今
號
八
蕃
（
幡
）
菩
薩
、
有
大
臣
紀
武
内
年
三
百
七
歳
。
次
仁
德
天
皇
…
…
次
天
國
排
開
廣

庭
天
皇
、
亦
名
欽
明
天
皇
、
即
位
十
一
年
壬
申
歳
、
始
傳
佛
法
於
百
濟
國
、
當
此
土
梁
承
聖
元
年
。
次
敏
達
天
皇
、
次
用
明
天
皇
、
有

子
曰
聖
德
太
子
、
年
三
歳
聞
十
人
語
同
時
解
之
。
七
歳
悟
佛
法
、
于
菩
提
寺
講
聖
（
勝
）
鬘
經
、
天
雨
曼
陀
羅
華
、
當
此
土
隋
開
皇
中

（
六
〇
〇
）、
遣
使
泛
海
至
中
國
求
法
華
經
。
次
崇
峻
天
皇
、
次
推
古
天
皇
、
欽
明
天
皇
之
女
也
。
次
舒
明
天
皇
、
次
皇
極
天
皇
、
次
孝

德
天
皇
、
白
雉
四
年
、
律
師
道
照
、
求
法
至
中
國
、
從
三
藏
僧
玄
奘
受
經
律
論
、
當
此
土
唐
永
徽
四
年
（
六
五
三
）
也
。
次
天
豊
財
重

日
足
姫
天
皇
、
令
僧
智
通
等
入
唐
求
大
乘
法
相
敎
、
當
顯
慶
三
年
（
六
五
八
）。
次
天
智
天
皇
、
次
天
武
天
皇
、
次
持
緫
（
統
）
天
皇
、

次
文
武
天
皇
、
大
寶
三
年
當
長
安
元
（
三
）
年
（
七
〇
三
）、
遣
粟
田
真
人
入
唐
求
書
籍
、
律
師
道
慈
求
經
。
次
阿
閉
天
皇
（
元
明
）、

次
皈
依
天
皇
（
元
正
）、
次
聖
武
天
皇
、
寶
（
靈
）
龜
二
年
、
遣
僧
正
玄
昉
入
朝
、
當
開
元
四
年
（
七
一
六
）。
次
孝
明
（
謙
）
天
皇
、

聖
武
天
皇
之
女
也
。
天
平
勝
寶
四
年
、
當
天
寶
中
（
七
五
二
）、
遣
使
及
僧
入
唐
求
内
外
經
敎
及
傳
戒
。
次
天
（
大
）
炊
天
皇
（
淳
仁
）、

次
高
野
姫
天
皇
（
称
徳
）、
聖
武
天
皇
之
女
也
。
次
白
璧
（
壁
）
天
皇
（
光
仁
）、（
延
暦
？
）
二
十
四
年
（
八
〇
五
？
）、
遣
二
僧
靈
仙
・

行
賀
入
唐
禮
五
臺
山
學
佛
法
。
次
桓
武
天
皇
、
遣
騰
元
（
藤
原
）
葛
野
與
空
海
大
師
及
延
歴
（
暦
）
寺
僧
［
最
］
澄
入
唐
詣
天
台
山
傳

智
者
止
觀
義
、
當
元
和
元
年
（
八
〇
六
）
也
。
次
諾
樂
天
皇
（
平
城
）、
次
嵯
峨
天
皇
、
次
淳
和
天
皇
、
次
仁
明
天
皇
、
當
開
成
・
會
昌

中
遣
僧
入
唐
禮
五
臺
。
次
文
德
天
皇
、
當
大
中
年
間
（
八
四
七
～
五
九
）。
次
清
和
天
皇
、
次
陽
成
天
皇
、
次
光
孝
天
皇
、
遣
僧
宗
睿
入
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唐
傳
敎
、當
光
啓
元
年
（
八
八
五
）
也
。
次
仁
和
天
皇
（
宇
多
）、當
此
土
梁
龍
德
中
（
九
二
一
～
二
二
）、遣
僧
寛
建
等
入
朝
（
九
二
七
？
）。

次
醍
醐
天
皇
、
次
天
慶
天
皇
（
朱
雀
）、
次
封
（
村
）
上
天
皇
、
當
此
土
周
廣
順
年
（
九
五
一
～
五
三
）
也
。
次
冷
泉
天
皇
、
爲
太
上
天

皇
。
次
守
平
天
皇
（
円
融
）、
即
今
王
也
。
凡
六
十
四
世
。

畿
内
…
…
凡
五
州
、共
統
五
十
三
郡
。
東
海
道
…
…
凡
十
四（
五
）州
、共
統
一
百
一
十
六
郡
。
東
山
道
…
…
凡
八
州
、共
統
一
百
二
十
二
郡
。

北
陸
道
…
…
凡
七
州
、
共
統
三
十
郡
。
山
陰
道
…
…
凡
八
州
、
共
統
五
十
二
郡
。
小
（
山
）
陽
道
…
…
凡
八
州
、
共
統
六
十
九
郡
。
南

海
道
…
…
凡
六
州
、
共
統
四
十
八
郡
。
西
海
道
…
…
凡
九
州
、
共
統
九
十
三
郡
。
又
有
壹
伎
・
對
馬
・
多
褹
、
凡
三
島
、
各
統
二
郡
。

是
謂
五
畿
・
七
道
・
三
島
、
凡
三
千
七
百
七
十
二
都
（
郷
）、
四
百
一
十
四
驛
、
八
十
八
萬
三
千
三
百
二
十
九
［
課
丁
］、
課
丁
之
外
不

可
詳
見
。」
皆
奝
然
所
記
云
。

　

引
用
が
長
く
な
っ
た
が
、
奝
然
の
『
王
年
代
紀
』
は
こ
の
よ
う
に
神
代
二
十
三
世
、
人
皇
六
十
四
代
、
五
畿
・
七
道
・
三
島
の
郷
数
や
課

丁
数
を
記
載
し
た
も
の
で（

（1
（

、『
新
唐
書
』
日
本
伝
が
こ
れ
に
依
拠
し
た
こ
と
は
下
線
部
の
神
代
や
欽
明
・
用
明
朝
の
記
事
を
対
照
す
れ
ば
明

白
で
あ
ろ
う
。
特
に
『
新
唐
書
』
が
用
明
朝
に
「
始
め
て
中
国
と
通
ず
」
と
す
る
の
は
、『
年
代
紀
』
が
中
国
と
の
通
交
に
つ
い
て
「
隋
開

皇
中
、
遣
使
し
て
海
に
泛
び
中
国
に
至
り
て
法
華
経
を
求
む
」
と
書
く
の
み
で
、
そ
れ
以
前
の
記
録
（
倭
の
五
王
な
ど
）
に
触
れ
て
い
な
い

こ
と
に
よ
る
。
史
官
に
あ
る
ま
じ
き
怠
惰
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
点
、『
宋
史
』
日
本
伝
は
中
国
側
の
記
録
を
き
ち
ん
と
参
照
し
て

い
る
。按

、
隋
開
皇
二
十
年
（
六
〇
〇
）、
倭
王
姓
阿
毎
、
名
自マ

マ

多
利
思
比
孤
、
遣
使
致
書
。
唐
永
徽
五
年
（
六
五
四
）、
遣
使
獻
琥
珀
・
馬
脳
。

長
安
二
年
（
七
〇
二
）、
遣
其
朝
臣
真
人
貢
方
物
。
開
元
初
（
七
一
七
）、
遣
使
來
朝
。
天
寶
十
二
年
（
七
五
三
）、
又
遣
使
來
貢
。
元
和

元
年
（
八
〇
六
）、
遣
高
階
真
人
來
貢
。
開
成
四
年
（
八
三
九
）、
又
遣
使
來
貢
、
其
所
記
皆
同
。

（ 　 ）35

唐から見た古代日本314

b_02-5井上亘_10号.indd   35 13/03/21   13:18



大
中
・
光
啓
・
龍
德
及
周
廣
順
中
、
皆
嘗
遣
僧
至
中
國
、
唐
書
中
五
代
史
失
其
傳
。

唐
咸
亨
中
（
六
七
〇
？
）
及
開
元
二
十
三
年
（
七
三
五
）・
大
暦
十
二
年
（
七
七
七
）・
建
中
元
年
（
七
八
〇
）、
皆
來
朝
貢
其
記
不
載
。

　

六
〇
〇
・
六
五
四
・
七
〇
二
・
七
一
七
・
七
五
三
・
八
〇
六
・
八
三
九
年
の
記
載
に
つ
い
て
は
、『
王
年
代
紀
』と
中
国
側
の
記
録
に
齟
齬
は
な
い
。

但
し
、『
王
年
代
紀
』
に
い
う
大
中
・
光
啓
・
龍
德
年
間
お
よ
び
五
代
周
の
廣
順
中
の
記
事
に
つ
い
て
は
中
国
側
に
記
録
が
な
い
（
こ
の
内
、

大
中
と
廣
順
は
遣
使
の
記
事
で
は
な
い
が
）。
一
方
、
六
七
〇
・
七
三
五
・
七
七
七
・
七
八
〇
年
に
つ
い
て
は
中
国
側
に
記
録
が
あ
る
の
に
、『
王

年
代
紀
』
は
言
及
し
て
い
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　（
二
）
情
報
源
の
考
察

　

以
上
、
正
史
に
基
づ
い
て
中
国
側
の
古
代
日
本
に
関
す
る
知
識
を
見
て
き
た
が
、
奝
然
が
宋
の
太
宗
に
『
王
年
代
紀
』
を
献
上
す
る
ま
で
、

中
国
人
は
日
本
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
知
識
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
唐
代
の
中
国
人
に
は
日
本
を
知
る
機
会
が
な

か
っ
た
の
か
。
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
唐
側
が
日
本
の
知
識
を
得
る
機
会
は
遣
唐
使
を
引
見
し
た
時
と
、
日
本
に
派
遣
し
た
唐
使

の
報
告
の
二
つ
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る（

（2
（

。『
日
本
書
紀
』
白
雉
五
年
（
六
五
四
）
二
月
条
は
第
三
次
遣
唐
使
に
つ
い
て
、

遂
到
于
京
、
奉
覲
天
子
。
於
是
東
宮
監
門
郭
丈
擧
悉
問
日
本
國
之
地
里
及
國
初
之
神
名
、
皆
随
問
而
答
。

と
い
い
、
遣
唐
使
が
日
本
の
地
理
や
神
々
の
名
前
に
関
す
る
質
問
に
全
て
答
え
た
と
い
う
。
瑞
渓
周
鳳
の
『
善
隣
国
宝
記
』
同
年
条
に
は
、

『
唐
録
』
曰
、
高
宗
永
徽
五
年
、
倭
国
使
獻
琥
珀
・
馬
瑙
、
高
宗
慰
撫
之
。
仍
云
、「
王
國
與
新
羅
・
高
麗
・
百
済
接
近
。
若
有
危
急
、
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宜
遣
使
救
之
。」

と
い
う
高
宗
の
勅
語
を
伝
え
る（

（2
（

。
ま
た
、第
四
次
遣
唐
使
に
つ
い
て
は『
書
紀
』斉
明
五
年（
六
五
九
）七
月
条
に『
伊
吉
連
博
徳
書
』を
引
い
て
、

天
子
相
見
問
訊
之
、「
日
本
國
天
皇
、
平
安
以
不
。」
使
人
謹
答
、「
天
地
合
德
、
自
得
平
安
。」

天
子
問
曰
、「
執
事
卿
等
、
好
在
以
不
。」
使
人
謹
答
、「
天
皇
憐
重
、
亦
得
好
在
。」

天
子
問
曰
、「
國
内
平
不
。」
使
人
謹
答
、「
治
稱
天
地
、
萬
民
無
事
。」

天
子
問
曰
、「
此
等
蝦
夷
、
國
有
何
方
。」
使
人
謹
答
、「
國
有
東
北
。」

天
子
問
曰
、「
蝦
夷
幾
種
。」
使
人
謹
答
、「
類
有
三
種
。
遠
者
名
都
加
留
、
次
者
麁
蝦
夷
、
近
者
名
熟
蝦
夷
。
今
此
熟
蝦
夷
、
毎
歳
入
貢

本
國
之
朝
。」

天
子
問
曰
、「
其
國
有
五
穀
。」
使
人
謹
答
、「
無
之
。
食
肉
存
活
。」

天
子
問
曰
、「
國
有
屋
舎
。」
使
人
謹
答
、「
無
之
。
深
山
之
中
、
止
住
樹
本
。」

天
子
重
曰
、「
朕
見
蝦
夷
身
面
之
異
、
極
理
喜
恠
。
使
人
遠
來
辛
苦
、
退
在
館
裏
、
後
更
相
見
。」

と
い
う
詳
し
い
問
答
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
諸
蕃
の
使
節
と
皇
帝
の
会
見
の
内
容
が
詳
し
く
判
明
す
る
例
は
あ
ま
り
な
い
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
れ
と
類
似
す
る
記
載
が
入
宋
僧
成
尋
の
『
参
天
台
五
台
山
記
』
延
久
四
年
（
一
〇
七
二
）
十
月
十
五
日
条
に
あ
る（

（2
（

。

日
本
國
大
雲
寺
主
阿
闍
梨
傳
燈
大
法
師
位
成
尋
、
今
供
本
國
事
件
如
後
。

皇
帝
一
問
「
日
本
風
俗
。」
答
「
學
文
武
之
道
，
以
唐
朝
爲
基
。」
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一
問
「
京
內
里
數
多
少
。」
答
「
九
條
三
十
八
里
也
。
以
四
里
爲
一
條
，
三
十
六
里
，
一
條
北
邊
二
里
。」

一
問
「
京
內
人
屋
數
多
少
。」
答
「
二
十
萬
家
。
西
京
・
南
京
不
知
定
數
、
多
々
也
。」

一
問
「
人
戸
多
少
。」
答
「
不
知
幾
億
萬
。」

一
問
「
本
國
四
至
。」
答
「
東
西
七
千
七
百
里
、
南
北
五
千
里
。」

一
問
「
國
郡
邑
多
少
。」
答
「
州
六
十
八
、
郡
有
九
百
八
十
。」

一
問
「
本
國
王
甚
呼
。」
答
「
或
稱
皇
帝
、
或
號
聖
主
。」

一
問
「
有
百
姓
號
。」
答
「
有
百
姓
號
、
以
藤
原
・
源
・
平
・
橘
等
爲
高
姓
、
其
餘
百
姓
、
不
遑
委
記
。」

一
問
「
本
國
相
去
明
州
至
近
、
因
何
不
通
中
國
。」
答
「
本
國
相
去
明
州
海
沿
之
間
、
不
知
幾
里
數
、
或
曰
七
千
餘
里
、
或
曰
五
千
里
、

波
高
無
泊
、
難
通
中
國
。」

一
問
「
本
國
貴
官
有
是
何
名
目
。」
答
「
太
政
大
臣
一
人
、
左
大
臣
一
人
、
右
大
臣
一
人
、
內
大
臣
一
人
、
大
納
言
四
人
、
中
納
言
六
人
、

參
議
八
人
、
是
名
上
卿
。」

一
問
「
本
國
世
系
。」〔
三
藏
云
、
神
代
・
人
代
名
世
系
。〕
答
「
本
國
世
系
、
神
代
七
代
。
第
一
國
常
立
尊
、
第
二
伊
弉
諾
・
伊
弉
册
尊
、

第
三
大
日
靈
貴
、
亦
名
天
照
大
神
。
日
天
子
始
生
爲
帝
王
、
後
登
高
天
照
天
下
、
故
名
大
日
本
國
。
第
四
正
勝
尊
、
第
五
彥
尊
、
治

三
十
一
萬
八
千
五
百
四
十
二
年
、
前
王
太
子
也
。
第
六
彥
火
火
出
見
尊
、
前
王
第
二
子
也
。
治
六
十
三
萬
七
千
八
百
九
十
二
年
。
第
七

彥
瀲
尊
、
治
八
十
三
萬
六
千
四
十
二
年
。
次
人
代
。
第
一
神
武
天
皇
、
治
八
十
七
年
、
前
王
第
四
子
也
。
第
七
十
一
代
今
上
國
主
、
皆

承
神
氏
。」

一
問
「
本
國
四
時
寒
暑
與
中
國
同
不
同
。」
答
「
本
國
四
時
寒
暑
與
中
國
同
。」

一
問
「
自
明
州
至
日
本
國
、
先
到
何
國
郡
、
去
國
王
所
都
近
遠
。」
答
「
自
明
州
至
日
本
國
大
宰
府
筑
前
國
博
多
津
、
從
津
去
國
王
所
都

二
千
七
百
里
。」
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一
問
「
本
國
要
用
漢
地
是
何
物
貨
。」
答
「
本
國
要
用
漢
地
香
藥
・
茶
垸
・
錦
・
蘇
芳
等
也
。」

一
問
「
本
國
有
是
何
禽
獸
。」
答
「
本
國
無
師
子
・
象
・
虎
（
犀
）・
羊
・
孔
雀
・
鸚
鵡
等
、
餘
類
皆
有
。」

一
問
「
本
國
王
姓
氏
。」
答
「
本
國
王
無
姓
。」

一
問
「
本
國
去
毛
國
近
遠
。」
答
「
去
毛
國
近
遠
不
知
。」

右
謹
具
如
前
、
謹
録
狀
上
。
／
牒
件
狀
如
前
、
謹
牒
。

　

年　

月
（
日
）　

日
本
國
大
雲
寺
主
阿
闍
梨
傳
燈
（
成
尋
）

　

こ
れ
は
朝
見
に
先
立
ち
、
成
尋
が
神
宗
の
下
問
に
逐
一
答
え
た
文
書
の
写
し
で
あ
る
が
、
こ
の
貴
重
な
記
録
か
ら
当
時
の
皇
帝
が
他
国
の

何
を
知
り
た
が
っ
た
の
か
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
る
。
ま
ず
、
国
土
と
人
口
、
人
民
の
姓
の
有
無
、
王
の
称
号
と
系
譜
、
官
職
や
風
俗
・

気
候
・
物
産
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
奝
然
が
も
た
ら
し
た
知
識
と
概
ね
合
致
す
る
。

　

以
上
は
宋
代
の
記
録
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
お
そ
ら
く
六
五
四
年
に
高
宗
が
第
三
次
遣
唐
使
に
訊
い
た
「
日
本
国
之
地
里
及
国
初

之
神
名
」
と
大
同
小
異
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
六
五
九
年
の
第
四
次
遣
唐
使
に
は
、
倭
王
（
日
本
国
天
皇
）
や
大
臣
・
百
姓
の

安
否
を
訊
く
の
み
で
、
直
ち
に
遣
唐
使
が
連
れ
て
き
た
蝦
夷
に
つ
い
て
の
問
答
に
移
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
当
時
す
で
に
遣
唐
使
は

六
三
〇
・
六
五
三
・
六
五
四
・
六
五
九
年
と
相
次
い
で
入
貢
し
、
六
五
六
年
完
成
の
『
隋
書
』
倭
国
伝
に
み
る
知
識
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
段
階
で
倭
の
国
情
に
つ
い
て
訊
く
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
奝
然
や
成
尋
ら
が
答
え
た
内
容
と
は
む
ろ
ん
同
じ
で
な
い
が
、
唐
側

は
倭
に
関
す
る
一
定
の
知
識
を
把
握
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

但
し
、
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
が
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
奝
然
と
成
尋
が
も
た
ら
し
た
知
識
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
点
、
す
な
わ
ち
宋
人
が
同
じ

こ
と
を
尋
ね
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
皇
帝
が
外
国
使
節
に
諮
問
す
る
項
目
が
一
定
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
と
同
時
に
、
奝
然
が

献
上
し
た
『
年
代
紀
』
や
『
職
員
令
』
の
知
識
が
全
く
忘
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
宋
人
か
ら
し
て
み
れ
ば
当
然
の
こ
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と
で
あ
っ
て
、
奝
然
や
成
尋
は
正
式
な
国
使
で
は
な
く
、
当
時
日
本
と
は
国
交
も
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
人
の
僧
侶
に
会
う
か
ら

と
い
っ
て
、
府
庫
に
あ
る
日
本
の
資
料
を
調
査
す
る
は
ず
も
な
い
。
奝
然
が
献
上
し
た
書
物
は
『
新
唐
書
』
が
編
纂
さ
れ
る
ま
で
死
蔵
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

小
結

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
唐
宋
時
代
の
中
国
人
が
も
っ
て
い
た
日
本
の
知
識
は
、
奝
然
や
成
尋
が
入
宋
す
る
ま
で
、
隋
代
の
ま
ま
で
あ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
遣
隋
使
が
隋
の
文
帝
に
笑
わ
れ
た
時
の
文
化
レ
ベ
ル
に
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
が
固
定
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
後
、
倭
人
が
律
令
体
制
を
受
け
入
れ
て
天
皇
を
中
心
と
す
る
国
家
を
構
築
し
た
事
実

を
知
っ
て
い
る
。
問
題
は
こ
れ
ら
の
事
実
を
唐
人
が
知
ら
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
れ
は
一
体
な
ぜ
な
の
か
。
そ
こ
で
つ
ぎ
に
日
本
の
知

識
が
更
新
さ
れ
な
く
な
っ
た
時
点
、
す
な
わ
ち
第
四
次
遣
唐
使
に
つ
い
て
く
わ
し
く
検
討
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
白
村

江
敗
戦
前
後
の
倭
の
外
交
を
問
い
直
す
こ
と
に
も
な
る
が
、そ
れ
は
別
稿
「
偽
り
の
日
本
」（
本
論
集
所
収
）
に
お
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

注（
１
）	

森
公
章
「
古
代
日
本
に
お
け
る
対
唐
観
の
研
究
」（『
古
代
日
本
の
対
外
認
識
と
通
交
』
所
収
。
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
三
八
～
四
二
頁
。

（
２
）	

以
下
、『
続
日
本
紀
』
の
記
載
は
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
の
本
文
に
よ
る
。

（
３
）	

筒
井
英
俊
編
『
東
大
寺
要
録
』（
全
国
書
房
、
一
九
四
四
年
）
二
一
～
二
二
頁
。
な
お
、
文
中
の
玄
宗
の
詩
は
市
河
寛
斎
『
全
唐
詩
逸
』
に
も
収
め

る
、『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局
、
増
訂
本
一
九
九
九
年
）
第
一
三
冊
一
〇
二
四
一
頁
参
照
。

（
４
）	

熊
飛
『
張
九
齢
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）
六
八
四
頁
。
な
お
、
熊
氏
は
『
文
苑
英
華
』
に
よ
っ
て
文
末
の
「
卿
及
百
姓
」
を
「
卿
及
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首
領
百
姓
」
と
訂
す
る
が
、
今
は
採
ら
な
い
。

（
５
）	

陳
鉄
民
『
王
維
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）
三
一
八
頁
。
そ
の
詩
は
『
唐
詩
選
』
巻
四
に
も
収
め
る
。

（
６
）	
杜
祐
『
通
典
』（
中
華
書
局
校
点
本
、
一
九
八
八
年
）
第
五
冊
四
九
九
六
頁
。
な
お
、
文
中
の
（　

）
は
筆
者
に
よ
る
補
注
、〔　

〕
は
原
文
の
小

字
注
を
し
め
す
。
以
下
同
じ
。

（
７
）	

以
下
、『
隋
書
』
や
『
唐
書
』
な
ど
の
中
国
正
史
は
中
華
書
局
校
点
本
に
依
拠
し
、
岩
波
文
庫
本
を
参
照
し
た
。

（
８
）	

陳
前
掲
『
王
維
集
校
注
』
三
二
五
頁
。

（
９
）	

呉
振
華
「
王
維
『
送
祕
書
晁
監
還
日
本
國
幷
序
』
的
文
化
意
義
」（『
古
典
文
学
知
識
』
二
〇
〇
九
年
第
四
期
）
五
二
頁
。
原
文
「
日
本
是
海
东
大

国
，
有
君
子
风
度
，
深
受
华
夏
文
化
的
影
响
，
不
怕
海
风
恶
浪
，
远
涉
重
洋
，
派
遣
使
者
前
来
中
国
，
向
唐
皇
进
贡
方
物
。
而0

唐
朝
则
对
日
开
放
海
关
，

放
宽
禁
令
，
让
来
华
的
日
人
满
载
而
归
。
故
在
一
些
城
市
中
日
两
国
人
民
友
好
和
平
居
住
在
一
起
，
交
往
密
切
。」

（
10
）	

以
下
、『
日
本
書
紀
』
の
記
載
は
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
の
本
文
に
よ
る
。

（
11
）	

こ
れ
に
関
連
し
て
、
東
野
治
之
『
遣
唐
使
船
』（
朝
日
選
書
、
一
九
九
九
年
）
は
、『
唐
決
集
』
に
収
め
る
開
成
五
年
（
八
四
〇
）
の
天
台
山
僧
維

蠲
の
書
簡
に
「
内
外
書
籍
一
法
於
唐
、
約
二
十
年
一
來
朝
貢
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
宝
の
遣
唐
使
が
「
二
十
年
一
來
朝
貢
」
の
約
を
結
ん
だ
の
で

は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
（
二
四
～
三
三
頁
）。

（
12
）	『
日
本
後
紀
』
は
吉
川
弘
文
館
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
に
よ
る
。
な
お
、
こ
の
順
宗
の
勅
語
に
「
纒
頭
物
」
と
あ
る
の
は
「
か
づ
け
も
の
」
の
漢
訳

語
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
は
勅
語
の
原
文
で
は
な
い
。

（
13
）	『
続
々
群
書
類
従
』
第
一
二
巻
一
七
二
頁
。

（
14
）	

東
野
前
掲
『
遣
唐
使
船
』
三
〇
～
三
三
頁
、
九
二
～
九
三
頁
。

（
15
）	

王
溥
『
唐
会
要
』（
中
華
書
局
、
一
九
五
五
年
）
下
冊
一
七
九
八
頁
。

（
16
）	

森
前
掲
「
古
代
日
本
に
お
け
る
対
唐
観
の
研
究
」
四
一
～
四
二
頁
。

（
17
）	

田
中
健
夫
『
中
世
対
外
関
係
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
）
二
一
頁
。
ま
た
森
克
己
「
日
宋
交
通
と
日
宋
相
互
認
識
の
発
展
」（『
日
宋

文
化
交
流
の
諸
問
題
』
所
収
。
刀
江
書
院
、
一
九
五
〇
年
）
三
八
～
四
三
頁
。
森
公
章
前
掲
論
文
も
八
世
紀
以
降
、「
皇
帝
の
下
問
に
は
答
え
た
の

で
あ
ろ
う
が
、
唐
の
満
足
は
得
ら
れ
ず
、
入
宋
僧
奝
然
が
『
本
国
職
員
令
・
王
年
代
紀
各
一
巻
』
を
献
ず
る
ま
で
は
、
中
国
側
は
必
ず
し
も
日
本
に

関
す
る
充
分
な
情
報
を
得
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
と
す
る
（
四
二
頁
）。
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（
18
）	

榎
本
淳
一
「『
隋
書
』
倭
国
伝
に
つ
い
て
」（
大
山
誠
一
編
『
日
本
書
紀
の
謎
と
聖
徳
太
子
』
所
収
。
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
）
一
二
九
頁
。

（
19
）	

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
奝
然
の
統
計
に
加
賀
国
（
北
陸
道
）
と
多
褹
島
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
加
賀
国
は
八
二
三
年
に
成
立
し
、
多

褹
島
は
翌
八
二
四
年
に
廃
止
さ
れ
て
、
以
後
古
代
六
十
六
国
二
島
の
数
が
定
着
す
る
。
ゆ
え
に
こ
の
統
計
は
八
二
三
年
か
ら
八
二
四
年
に
か
け
て
の

も
の
と
確
定
で
き
る
。
吉
川
真
司
「
九
世
紀
の
調
庸
制
」（『
仁
明
朝
史
の
研
究
』
所
収
。
思
文
閣
出
版
、二
〇
一
一
年
）
四
七
～
四
八
頁
参
照
。
な
お
、

引
用
文
中
に
用
い
た
［　

］
は
脱
字
を
補
っ
た
こ
と
を
し
め
す
。

（
20
）	

も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
公
的
な
機
会
の
ほ
か
に
、
私
的
な
情
報
提
供
の
可
能
性
も
あ
る
。
た
と
え
ば
『
善
隣
国
宝
記
』
所
引
楊
億
『
談
苑
』
佚
文

に
み
る
楊
億
と
寂
照
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
が
（『
続
群
書
類
従
』
第
三
十
輯
上
、
三
三
二
～
三
三
頁
）、
唐
代
に
お
い
て
は
そ
の
種
の
資
料
が
見
当

た
ら
な
い
た
め
、
公
的
な
場
合
に
対
象
を
限
定
す
る
。

（
21
）	『
続
群
書
類
従
』
第
三
十
輯
上
、
三
二
六
頁
。

（
22
）	

平
林
文
雄
『
参
天
台
五
台
山
記 

校
本
並
に
研
究
』（
風
間
書
房
、一
九
七
八
年
）
一
一
九
～
二
一
頁
、お
よ
び
王
麗
萍
『
新
校
参
天
台
五
台
山
記
』（
上

海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
二
九
二
～
九
五
頁
。
但
し
当
該
条
に
は
錯
簡
が
あ
る
の
で
、
藤
善
眞
澄
訳
注
『
参
天
台
五
台
山
記 

上
』（
関
西
大

学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
）
四
三
七
～
四
四
頁
に
よ
り
訂
正
し
た
。
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<ABSTRACT>

Ancient Japan Seen from the Tang Dynasty

INOUE Wataru

In this article we firstly examined preceding studies on ideas on Japan 

held by the Tang Dynasty, and secondly discussed the level and source of 

the Tang dynasty’s knowledge on Japan at the time. That is to say the main 

purpose of this article was to report how the people of the Tang dynasty could 

know Japan and what kind of opportunities they could have to know Japan.

As a result, the following things were cleared: Japan was just an 

“uncivilized” or a “tributary” in the world’s end for the people of Tang and 

such view had remained from the 7th to the 9th century, the era of the Japanese 

envoy to the Tang Dynasty. And before Chonen or Jojin’s journeying to Song 

China, knowledge of the people of the Tang era or the Song era didn’t rise 

above the Articles of Ancient Japan “Wa” of Suishu. It was the result of a low-

toned relationship between ancient Japan and the Tang Dynasty, and more 

fundamental reason would be cleared in another article titled “Japan,” a False 

Name of Country.
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